
-1- 調査館通信 24・25 号（2004）

　新年のご挨拶　2004 年

　さっぽろ自然調査館の設立から７回目のお正月となりました。本年もさっぽ

ろ自然調査館をよろしくお願い申し上げます。今回も昨年に続いて通信を一

年間発行することが出来ず、大変ご心配をおかけしました。

　今回も 24+25 合併号として、年賀状を兼ねてましてのご挨拶です。通常の

倍の 40 ページという分量でお届けいたします。ふだん購読されていない方も、

年賀状がわりにお送りしていますので、私達の活動のようすや北海道の自然

についての解説をお楽しみいただければと思います。

どうする今後の調査館通信

　前回、薄幸の遅れの立て直し策を立てた

のですが、、もろくも崩壊し、現在は年末に

出した臨時号に書いたような以下のような

予定でいます。

● 2003 年度（2002 年度分として

受領）　年間購読料 1500 円

　　◆特別号・樹脂標本スペシャル（12月発行）

　　◆ 24+25 号　（2004 年正月発行）

　　◆特別号２　（2004 年３月発行）

● 2004 年度（2003 年度分を振り

替え）　年間購読料 1000 円

　　◆ 26 号　（５月～７月の間に） 

　　◆ 27 号　（2005 年正月発行） 

渡辺  修

　特別号２は、カモ折紙のフルカラー特集

を予定していて、２６号は今号にのせきれ

なかった各種記事を掲載して早めに出すこ

とを考えています。遅れて申し分けなく、

お金いただいていませんが、ふりこんで下

さっても結構ですし、特別号２や 26 号には

入金状況と振り込み用紙も同封させていた

だきます。

　ネタや資金が尽きちゃったわけではない

ので、発行号数減ってもページ増・カラー

増でいきますので、今後もよろしくお願い

します。

一応、猿面エビ
ネでございます

■展示つくるべし・番外

　スペースあるので、昨年 1

月に札幌市博物館活動センター

で行なわれた「樹脂封入体験

講座」の様子をちらりとご紹

介。４０名近くが参加して、３

回にわたり熱心に作品を製作。

ウチの樹脂製作班も総出

で大変だったのだ。今年

も 1/24,1/31,2/7 の 日 程

で開催予定！（申し込み

は博物館活動センターへ）
講座の成果のいろいろ。いいできです。


